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（論文審査の要旨） 

難治性の非結核性抗酸菌症の原因となる Mycobacterium abscessus complex は、rrl 遺伝子の

変異、あるいは固有に保有する erm(41)遺伝子によりマクロライドに耐性化する。M. abscessus 

complex は subsp. Abscesssus (MA), Massiliense (MM), Bolletii (MB)の 3 亜種へと分類さ

れ、亜種によりマクロライド感受性が異なるため、正確な菌の同定が求められる。昭和大学病

院で 2016 年 8 月から 2018 年 4 月までに検出された M. abscessus complex 14 株を用いてこれ

ら 2 種の遺伝子の塩基配列とマクロライドの感受性との関連を解析した。14 株の亜種は

Housekeeping 遺伝子の塩基配列と質量分析により、MA 8 株、MM 6 株と同定された。14 株中 1

株(MM)で rrl の点変異を認め、MM と同定した 6 株全てで erm(41)の deletion を、MA の 1 株で

erm(41)の点変異を認めた。rrl の点変異をもつ MM の 1 株および、erm(41)の Wild type 保有

の MA 株は全てクラリスロマイシンに耐性となり、これらの遺伝子がマクロライドの耐性化に

関与していることが明らかとなった。MA株の 87%(7/8)でマクロライド耐性、MM株では 16%(1/6)

でのみ耐性であり亜種による感受性の違いが示された。本研究により M. abscessus complex

において亜種の同定および erm(41)の詳細な解析は治療反応性の推定に重要であると明らか

になった。これらの知見は高いオリジナリティーと学術的価値を有し、学位論文に値すると判

断した。 
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